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☆ ｢私のメモワール(上/下巻)椋本伊三郎著･A5 判 P1118・黎明同人会(R5/6 刊)を読む ☆        (23/7/24―K.A) 

１ 椋本伊三郎氏は 1918(T7)年福岡県築上郡椎田町生まれ、1939(S14)年長崎高商・1944(S19)年東京商科大  

学を終え同年高文官試験を経て外務省入り。以降 1945(S20)～1988(S63)年の 43 年間に世界 9 か国(インド  

ネシア･オーストラリア･アメリカ･ガーナ・ニュージランド・フィリピン・トルコ・エチオピア・ウルグ 

アイ)の事務官から､公使・大使･全権大使を歴任され、2002(H14)年に 84 歳で逝去された。それから 21 年    

の歳月が流れた今日､同氏の長女で 73 才の麻津子さんが本書を公刊される。永年の懸案であった父上の   

膨大な遺稿を整理､400 余葉の写真を添え､500 名の人物を描く椋本伊三郎自伝を仕立てられたのである。 

 

２  先ず著者の資性について。椋本氏は戦中派最後の世代である。同窓生の半数が若き魂を国に捧げる中で   

同氏の徴兵検査は丙種であり、応召しても翌日は帰還となる始末。戦争の方でも当人を置き去りにする気  

配である。そこで当人も覚悟される。蒲柳の質､筋骨薄弱で兵隊にも行けなかった我身を恥じ、「外交こそ直接に国家を意識し、

背後に陛下の菊の紋章を背負い、日本の代表として外国と交渉する職業だから」との想いから、外交官生涯を選ばれていく。 

 

３ 本書の上巻を辿ろう。郷里櫛田での幼少年期から学齢期(中津商業･長崎高商)を経て､日本治世下の韓国木浦商業・岩国工業

高に一旦就職する。然し東京商大へ再入学、高文官試験にも合格、奥様との結婚も果たし、在九州終戦連絡事務所･通算省･

外務省勤務の事務官となる。間もなく 1952(S27)年､日米講和発効と共に、戦後の日本外交が再出発し、著者の外交官として

の本格的活動が始まる。その赴任地はインドネシア(1953)･オーストラリア(1954)･ガーナ(1959)を経て、米ワシントン

DC(1962)勤務､44 歳の中堅外交官となる。その間､奥様との間には､娘-麻津子さん(1950)・息子-英嗣君(1956)が誕生する。 

 

４ さてキヤリア外交官の職務は何か。本書を辿れば、①日本国(菊の紋章)を背負っての国家間の政事折衝。②内閣･政庁･天皇

への宮仕え。③大使が管轄する地域を知悉･回遊。④内外訪問客の受入接待。⑤赴任地域の非政治的文化的事業への参与とい

う事になろうか。然し現実の外交官がその職務を遂行するには、派遣先各国の民族特性･政治経済･外貨事情･事件事故が絡む。

更に外交官各自の私的な催事(愛児の誕生と教育・転入転出時の住居探し･親族の冠婚葬祭･家族団欒と諸旅行)が様々に加わる。

本書の上巻はこうした多大な労苦を乗り越え、戦後日本の復興路線に沿う若手外交官の鮮列な青春･出世物語になっている。 

 

５ 続く下巻は､キヤリア外交官の円熟物語である。外務省中近東アフリカ局からの 10 年間に、ニュージランド領事(1968)・比

国マニラ総領事(1971)・トルコ公使(1972)・エチオピア特命全権大使(1976)・ウルグアイ特命全権大使(1978)を連続して拝命、

外交官人生の山頂に登り詰める。ニュージランドでは岸信介元総理・高松宮･見本市船桜丸･自衛隊練習艦隊の訪問を受ける。

エチオピア革命政権下では｢菊の紋章｣を掲げる公邸で大使の認証を受け、日本財産国有化損失補償問題を処理する。  

 

６ その反面､子供達には様々の｢しわよせ｣が生じる。娘は国際基督教大(ICU)からシカゴ大院を経て､米人の夫君と結婚、息子

も瑞西インターナショナルスクールから米大学へ。両人とも家の言葉は日本語だが､学校での入試･論文･社会生活も全て英語。

その結果、結婚後の家庭･孫たちも全て外国が舞台となる。この事情は-1983(S58)年の「東京瓊林」誌所収の｢しわよせ｣稿に

詳しい。また最愛の伴侶であった富司枝夫人は､1985(S60)年乳癌の手術を受け,1987(S62)65 歳で逝去される｡ 更に椋本大使

ご本人も 1976(S51)左眼の網膜剥離を発症、国内での手術のためエチオピアから一時帰国される。かくて 1982(S57)ウルグア

イ特命全権大使を最後に 38 年間(うち 22 年間海外勤務)勤務された外務省を引退される。以降 20 年の余生を横浜猪原北にて

過ごし､2002(H14)年虚血性心不全により 84 歳で逝去される。 

 

７ 下巻の末尾に｢金大中大統領との再会」「日韓仲よく同窓会」の記事と写真が掲げられる｡これは長崎高

商卒業後同氏が 1939(S14)年韓国･木浦商業学校に奉職し､金大中氏が教え子だった因縁による。青春唯中

の記憶をもう１つ､上巻 3 章｢長崎高等商業学校｣では､武藤･伊藤･河野教授・語学部の英語劇・英語演説大

会･珠算競技大会･アルバイトなどの想い出･同級の S 君と県立高女生の心中事件等が賑やかに語られる。 

 

８ 本書を総括すると４つの特質を持つように思われる。①推定 80 万字にも及ぶ全文章が本人の草稿であ

り、編集者=令嬢の(はじめに／あとがきで約 1000 字）以外に関係者の言葉は一切収載されていないこと。

②巻末にご本人の国家･政府による賜位･給与辞令･叙勲を含む精細な年譜が尊崇の念も顕わに掲示されていること。③担当政

務の基本見識については巻末に｢国際法｣なる硬質の(講義ノート)が一括集録されていること。④戦中派最後尾に属する S14 年

長崎高商～S19 年東京商大卒の外務官僚の自叙伝が、ご本人逝去後 20 年を経た今日､故人の令嬢よりご披露頂くこと。 

而して､私にはこの①～④項の全てで激変する国際情勢下、隠れた大先輩について､珠玉の伝説を公開頂いたように思われる。 
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